
１ [20センター追試 センター追試]

関数 について考える。

　 とおく。 を の式で表すと

　　　　　　　　　 ア イ ウエ

　となる。

　 のとき， オカキ である。 のとき， は ク で最大値 ケコ を

　とる。

　 とする。 が の範囲を動くとき， の最小値が オカキ であるよう

　な の値の範囲は

　　　　　　　　　 サシ

　である。この範囲に含まれる最大の整数の値は ス である。

　 を満たす は二つある。そのうちの小さい方は セ である。また，大きい

　方は ソ を満たす。 ソ に当てはまるものを，次の ～ のうちから一つ選べ。



　ただし， ， とする。

　 　 　　　　　　　 　 　　　　　　　 　

　 　 　　　　　　 　 　　　　　　　 　

　 　 　　　　　　 　 　　　　　　　 　

　 　



２ [20センター追試 センター追試]

関数 について考える。

　三角関数の加法定理および合成を用いると

　　　　　　　　
ア

イ

ウ エ

イ

　　　　　　　　　　 オ
カ

キ

　と表される。ただし，
カ

キ
とする。

　したがって， の最大値は ク である。また， の正の周期のうち最小のも

　のは
ケ

コ
である。

　 を の範囲で考えたとき，実数 に対して となる の値の個



　数 を調べよう。
カ

キ
のとり得る値の範囲に注意すると，次のことがわか

　る。

　　 ク のとき， サ である。

　　 ク のとき， シ である。

　　 のとき， ス である。

　　 ク かつ のとき， セ である。

　　 ク のとき， ソ である。



３ [20センター追試 センター追試]

， ， を実数とし，関数 ， を考える。座標平面

上の曲線 を とし，曲線 を とする。 は点 ， を通り，

の における接線は の における接線と一致するものとする。

　曲線 の点 における接線を とする。 ア により， の方程式は

　 イ ウ である。また，原点 と直線 の距離は
エオ

エオ
である。

　曲線 の点 における接線は の直線 と一致しているので， カ

　である。したがって， ， を を用いて表すと， キ ， ク ケ と

　なる。

　 のとき，関数 は
コサ

シ
で極大値

スセソ

タチ
をとり， ツ で

　極小値 テトナ をとる。



　 とする。 において，曲線 と および直線 で囲まれた

　図形の面積を とする。また， において，曲線 と および直線

　で囲まれた図形の面積を とする。このとき， とおくと， ニ と表

　される。 ニ に当てはまるものを，次の ～ のうちから一つ選べ。

　 　

　 　

　 　

　 　

　これを計算することにより， ヌネ となる。



４ [20センター追試 センター追試]

初項 が であり，次の条件①，② によって定まる数列 を考えよう。

　　　　　　　　 　　　　　 ， ， ，…… 　……①

　　　　　　　　 　 ， ， ，…… 　……②

　①により となるので であり，②により となるので

　 である。同様に

　　　　　　　　 ア ， イ ， ウ ， エ

　である。

　また， については， により オ であり， については，

　 により カ である。

　 を自然数とする。①により の第 ･ 項は キ である。

　数列 の第 項以降を次のように群に分ける。ただし，第 群は 個の項からな

　るものとする。



， 　　 ， ， ， 　　 ，……， 　　 ，……

第 群 第 群 第 群

　 以上の自然数 に対して，
ケ

ク コ なので，第 群の最初の項は，

　 の第
ケ

ク サ 項であり，第 群の最後の項は， の第
シ

ク 項

　である。ただし， ケ ， シ については，当てはまるものを，次の ～ のう

　ちから一つずつ選べ。同じものを選んでもよい。

　 　 　　　 　　 　　　 　 　　　 　 　　　 　

　第 群に含まれるすべての項の和を ，第 群に含まれるすべての奇数番目の項の和

　を ，第 群に含まれるすべての偶数番目の項の和を とする。

　たとえば

　　　　　 ，　　　　　　 ，　　　　　

　　　　　 ，　　 ，　　　

　であり

　　　　　 ス ， セ ， ソ ， タ



　である。

　 で定めた数列 ， ， の一般項をそれぞれ求めよう。

　①により チ となる。また， の第 項と第 項が等しいことを用い

　ると，②により ツ となる。したがって， を用いると，

　 テ となる。 チ ， ツ ， テ に当てはまるものを，次の ～

　のうちから一つずつ選べ。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

　 　 　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　 　

　 　 　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　　 　

　 　 　　　　　 　 　　　　　　 　

　 　

　以上のことから

　　　　 ト ， ナ ， ニ

　である。 ト ， ナ ， ニ に当てはまるものを，次の ～ のうちから一つ

　ずつ選べ。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。



　 　 　　　　　　　　　　 　

　 　 　　　　　　　　　 　

　 　 　　　　　　　　　　 　 ･

　 　 　　　　　　　　　 　

　 　 　　　　　　　　　 　

　 　 ･ 　　　　　　　　 　 ･



５ [20センター追試 センター追試]

辺の長さが のひし形 において， とする。直線 上に，点 と

は異なる点 を， を満たすようにとる。以下， ， とし，

･ とおく。

　 ア イ である。

　 と は平行なので，実数 を用いて と表すことができる。

　 であることと，点 は点 と異なる点であることにより，

　 ウエ オ である。

　 を満たす の値を求めよう。

　 により， ウエ オ である。 と によ

　り，
カ キ

ク
が得られる。

　したがって



　　　　　
ケ コ

サ
　……①

　である。

　 を で求めた値とし，点 を直線 に関して点 と対称な点とする。 を

　求めよう。

　点 と点 が直線 に関して対称な点であることに注意すると，①により，

　
シ ス

セ
と表せる。したがって，

ソタ チ

ツ

　である。

　また， であり， により ウエ オ となるので，

　
テ ト

ナ
を得る。ゆえに， ニ である。

　 を で求めた値とし，点 を△ の外接円の中心とする。 を と を用

　いて表そう。



　△ は を満たす二等辺三角形であるから，点 は直線 上にある。

　点 を で定めた点とし，線分 の中点を とする。 の結果を用いることによ

　り， と は垂直であることが確かめられる。よって，点 は直線 と直線

　 の交点であり，実数 を用いて と表すことができる。 を

　求めることにより，
ヌ ネ

ノハ
が得られる。


